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近
年
、
戦
争
の
惨
禍
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
に
、
戦
争
に
関

す
る
遺
跡
の
調
査
や
資
料
の
収

集
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
戦
争
遺
跡
の

文
化
財
指
定
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
近
隣
で
は
東
村
山
市

の
東
京
陸
軍
少
年
通
信
学
校
跡

地
が
旧
跡
に
、
東
大
和
市
の
旧

日
立
航
空
機
立
川
工
場
変
電
所

が
史
跡
と
し
て
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
久
留
米
市
で
も
こ
れ
ま
で

戦
争
関
連
資
料
の
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
市
文

化
財
保
護
審
議
会
の
答

申
を
受
け
、
本
年
９
月

　

日
付
で
「
武
蔵
野
鉄

１０道
引
き
込
み
線
跡
」
と

「
北
多
摩
陸
軍
通
信
所

跡
」
が
東
久
留
米
市
の

旧
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
（
旧
跡
指
定
は
本
文

末
の
※
印
参
照
）。
前
号
で
紹

介
し
た
「
武
蔵
野
鉄
道
引
き
込

み
線
跡
」に
続
き
、
今
回
は「
北

多
摩
陸
軍
通
信
所
跡
」
を
取
り

あ
げ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化

財
係
緯
４
７
２
・
０
０
５
１
へ
。
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今
も
残
る
戦
争
遺
跡

今
も
残
る
戦
争
遺
跡

今
も
残
る
戦
争
遺
跡

シリーズ
　

昨
年
の
７
月
ま
で
、
小
金
井

街
道
の
東
久
留
米
市
と
小
平
市

と
の
境
に
「
通
信
住
宅
」
と
い

う
名
の
バ
ス
停
が
あ
り
ま
し

た
。
な
ぜ
、
通
信
住
宅
と
呼
ば

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
答
え
は
、
昔
そ
こ
に
陸

軍
の
通
信
所
が
あ
っ
た
か
ら
な

の
で
す
。

　

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
３

月
、
電
波
状
況
の
良
好
な
久
留

米
村
前
沢
１
４
７
０
番
地
（
現

在
前
沢
五
丁
目
）
に
海
外
無
線

の
傍
受
を
目
的
と
す
る
「
北
多

摩
陸
軍
通
信
所
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
全
施
設
の
竣
工
は
同

年　

月
で
す
が
、
当
初
は
約
５

１０
０
０
０
愛
の
敷
地
（
現
小
平
市

花
小
金
井
四
丁
目
に
ま
た
が
っ

て
い
る
）
に
木
造
平
屋
の
受
信

所
が
建
設
さ
れ
、
敷
地
の
四
隅

に
は
逆
Ｌ
字
型
空
中
線
ア
ン
テ

ナ
が
張
ら
れ
た
高
さ　

ｍ
の
自

４５

立
式
鉄
塔
４
基
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
南
側
に

は
職
員
用
の
官
舎
も
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
通
信
所
は
陸
軍
参
謀

本
部
が
所
管
し
、
当
時
三
宅
坂

（
千
代
田
区
永
田
町
）
に
あ
っ

た
本
部
構
内
に
記
録
所
が
新
設

さ
れ
、
受
信
所
と
総
延
長
約　
３０

娃
に
及
ぶ
電
信
及
び
電
話
の
連

絡
回
線
で
結
ば
れ
て
、
情
報
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
重

要
事
項
は
一
日
１
回
、
連
絡
員

が
直
接
書
類
を
搬
送
し
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
当
初

の
施
設
に
つ
い
て
は
陸
軍
通
信

学
校
が「
東
京
高
速
度
受
信
所
」

と
し
て
建
設
に
あ
た
り
、「
防

衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ

ー
」
に
詳
細
な
工
事
竣
功
書
等

が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和　

年
（
１
９

１５

４
０
）
と　

年
（
１
９
４
４
）

１９

の
２
回
に
わ
た
る
大
規
模
な
増

設
に
よ
り
、
敷
地
面
積　

万
坪

１２

（
木
柱
ア
ン
テ
ナ
空
中
線
建
設

地
の
借
地
を
含
む
）、
高
速
・
低

速
受
信
機　

台
を
設
置
し
た
、

５３

千
数
百
人
の
人
員
を
要
す
る
海

外
無
線
傍
受
の
中
心
的
な
施
設

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
官

舎
や
兵
舎
な
ど
も
増
設
さ
れ
ま

し
た
が
人
員
の
収
容
に
不
足
を

生
じ
、
久
留
米
国
民
学
校
（
現

市
立
第
一
小
学
校
）
や
府
立
久

留
米
学
園
（
現
都
立
久
留
米
養

護
学
校
）
を
宿
舎
に
す
る
ほ
ど

で
し
た
。
通
信
所
は
、
昭
和　
１８

年
８
月
に
「
陸
軍
中
央
特
殊
情

報
部
通
信
隊
」
と
改
名
さ
れ
、

米
英
や
ソ
連
な
ど
の
歴
史
に
残

る
数
々
の
重
要
な
海
外
無
線
の

傍
受
や
解
読
に
あ
た
り
ま
し

た
。
日
米
開
戦
時
の
ア
メ
リ
カ

側
通
信
、
特
殊
爆
弾
（
原
爆
）

投
下
に
伴
う
爆
撃
機
Ｂ　

の
動

２９

向
、
終
戦
時
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

受
諾
に
伴
う
連
合
国
側
通
信
な

ど
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
（
元
通
信
所
関
係
者
の
証
言

等
）。

　

そ
し
て
、
昭
和　

年
（
１
９

２０

４
５
）
８
月　

日
に
日
本
が
ポ

１０

ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
、
通
信
所
で
も
書

類
の
焼
却
な
ど
が
始
ま
り
、　
１５

日
に
終
戦
を
迎
え
て
通
信
所
は

解
散
し
ま
し
た
。
戦
後
、
敷
地

の
ほ
と
ん
ど
が
民
間
へ
譲
渡
さ

れ
、
鉄
塔
ア
ン
テ
ナ
も
昭
和　
２４

年
に
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
施
設
中
心
部
の
碁
盤
状

の
区
画
は
現
在
の
道
路
の
位
置

と
ほ
ぼ
同
一
で
、
官
舎
南
端
の

丸
い
防
火
水
槽
の
あ
っ
た
敷
地

は
長
方
形
の
区
画
を
そ
の
ま
ま

留
め
た
国
が
所
有
す
る
公
園
と

な
っ
て
い
ま
す
。
小
金
井
街
道

に
あ
っ
た
「
通
信
住
宅
」
と
呼

ば
れ
た
バ
ス
停
も
そ
の
名
残
だ

っ
た
の
で
す
。
ま

た
、
吉
村
昭
著

『
大
本
営
が
震
え

た
日
』（
昭
和　

年
４３

刊
）
な
ど
の
歴
史

小
説
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
、
そ
の

存
在
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時

の
久
留
米
村
に

は
、
村
の
北
東
端

の
神
山
（
現
上
の

原
の
東
久
留
米
団
地
周
辺
）
に

旧
大
和
田
町
・
清
瀬
町
に
建
設

さ
れ
た「
海
軍
大
和
田
通
信
隊
」

の
関
連
施
設
や
木
柱
ア
ン
テ
ナ

が
広
範
囲
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
地
が
雑
音
等
の
電
波

障
害
が
少
な
い
広
大
な
平
坦
地

を
有
す
る
場
所
で
あ
っ
た
た

め
、「
北
多
摩
陸
軍
通
信
所
」
と

と
も
に
陸
海
軍
の
海
外
無
線
傍

受
の
重
要
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

純
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
久
留

米
村
は
、
戦
争
と
は
遠
い
場
所

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
重
要
な
軍
需
工

場
が
周
辺
に
集
中
し
て
い
た
こ

と
や
軍
の
通
信
施
設
が
建
設
さ

れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
た

び
た
び
Ｂ　

や
小
型
機
の
空
襲

２９

の
脅
威
に
も
さ
ら
さ
れ
て
お
り

（
公
式
記
録
で
は
７
回
）、
戦

争
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
地

域
だ
っ
た
の
で
す
。

　

※
今
回
の
２
件
の
文
化
財
指

定
は
、
ど
ち
ら
も
全
体
の
原
形

が
保
全
さ
れ
て
い
る
状
態
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
指
定
種
別
は

範
囲
・
面
積
等
を
特
定
し
な
い

「
旧
跡
」
と
し
、
指
定
は
東
久

留
米
市
の
所
有
地
部
分
の
み
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

（
本
文
は
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
の
山
﨑
丈
氏
に
よ
る
）

郭空から見た通信
所施設（昭和２２年
米軍撮影・国土地
理院）

　

昨
年
の　

月　

日
（
水
）
に

１１

１２

「
郷
土
食
の
日
」
と
し
て
、
市

内
の
全
小
中
学
校
で
（
休
校
の

神
宝
小
を
除
く
）、
地
場
産
の

小
麦
や
野
菜
を
使
っ
た
給
食
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で

は
柳
久
保
小
麦
で
作
っ
た
「
だ

ん
ご
」
を
東
久
留
米
産
の
小
松

菜
や
白
菜
、
人
参
、
大
根
な
ど

と
煮
込
ん
だ
澄
ま
し
汁
の
「
煮

　

平
成　

年
８
月
、
市
教
育
委

２６

員
会
で
は
、
市
の
教
育
行
政
の

基
本
と
な
る
「
東
久
留
米
市
教

育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
平
成　

年
に
教
育
基

１８

本
法
が
改
正
さ
れ
、
国
に
教
育

振
興
基
本
計
画
の
策
定
を
義
務

付
け
、
地
方
公
共
団
体
に
は
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
同
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
と

な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

市
の
教
育
振
興
基
本
計
画
で

は
教
育
目
標
に
示
し
た
「
自
ら

学
び
、
知
を
創
造
す
る
人
間
」

等
の
四
つ
の
人
間
像
の
実
現
を

目
指
し
、
５
年
間
の
計
画
期
間

で
、
市
の
総
合
的
な
教
育
振
興

を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
度
ご
と
に
事
業

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
教
育
部
総
務
課
（
市
役
所

６
階
）等
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・

７
７
７
５
へ
。

郭
写
真
上
は
児
童
と
談
笑
す
る

並
木
市
長
。
写
真
下
は
当
日
の

給
食
（
右
が
煮
ぃ
だ
ん
ご
）

ぃ
だ
ん
ご
」
を
、
中
学
校
で
は

柳
久
保
小
麦
を
使
用
し
た
「
だ

ん
ご
」
に
小
松
菜
を
練
り
込
ん

だ
「
東
く
る
め
団
子
」
の
メ
ニ

ュ
ー
で
す
。「
煮
ぃ
だ
ん
ご
」は

農
家
等
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
、

市
の
郷
土
食
と
し
て
広
め
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
小

山
小
学
校
に
並
木
市
長
、
第
五

小
学
校
に
永
田
副
市
長
、
第
七

小
学
校
に
教
育
委
員
と
直
原
教

育
長
が
訪
問
し
、
児
童
と
談
笑

し
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
学
務
課
保
健
給
食

係
緯
４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。
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　毎年、市立中学校の２年生が「キャリア教育」の一環とし
て、三日間の職場体験を行うため、市内・市外の農家や企業
等に受け入れていただいています。
　２６年９月の三日間、教育部総務課で職場体験をしたのは久
留米中学校２年生の大山清実広（すみひろ）さん。午前８時
３０分から午後５時まで、資料作りに活躍してくれました。そ
の多忙ぶりは大山さんの日誌から伝わります。

　【緊張の一日目】カウンターに「職場体験実施中」のポスターを貼（は）ってもらい、ワイシ
ャツの袖にも「職場体験実施中」のワッペンを付ける。午前中は全国と市の「学力調査結
果」を印刷して綴じる作業。チャイムが鳴り昼休みだと思ったら、照明が消え真っ暗にな
った。昼休み中は節電するそうだ。昼食後、新聞を読んだ。午後１時、東京都や他の区市
町村から集まる文書を取りに行き、課ごとに仕分けした。続きの資料を印刷していると、
他の課の方が「印刷機は調子いい？」などと声をかけてくれた。来年の教育委員会だより
に、自分の職場体験談が載ることになり、wordを習って作成する。５時、どうにか終了。
昼休み以外、職場の皆さんは休憩していなかった。疲れないのかな。ぼくは少し疲れた。
　【調子が出てきた二日目】昨日印刷した山積みの資料を綴じる。昼食後、学校に提出する
実習日誌を記入。午後１時、交換文書を一人で取りに行き、課ごとに仕分け。報告書の発
送作業や今日の仕事内容をwordで作成。５時になり帰宅するように言われたが、パソコ
ンを使うのは楽しかったので、きりのいいところまで続けた。今日もたくさんのことをし

て疲れたが、終わった時は達成感を感じ、気持ちが良かった。
　【あっという間の三日目】今日も資料を印刷して綴じる。量は今までで一番多いが、印刷
と製本には慣れた気がした。学校の実習日誌を記入。学校で職場体験の発表用に使う、教
育委員会だよりや奨学資金のパンフレットをもらった。昼休み。今日は皆さんと一緒にお
弁当を食べた。ぼくの大好きなものが入っていて、元気が出てきた。食後、新聞を読んだ。
どこかの学校で命についての授業が行われたという記事を、じっくり読んだ。午後１時、
交換文書を取りに行き、仕分け。２時、教育委員さんに届ける書類を持ち、市役所の車に
乗った。市役所に戻ってからは学校の宿題
である、職場の方へのインタビューをす
る。仕事を選んだ理由やこの職業の素晴ら
しいところなどを聞いた。５時、終了。カ
ウンターのポスターをはがした。貼ったの
は三日前だがだいぶ前のことのようだ。こ
の三日間でたくさん学んだ。仕事や社会の
中での挨拶や言葉遣い。ぼくたちが学校生
活を元気で楽しく過ごせているのは、たく
さんの職員の方が市役所で仕事をしてくれ
ているからこそだと感じた。

職員から仕事の説明を受ける大山さん

中学生中学生のの
職場体職場体験験
「日誌「日誌」」

教
育
振
興
基
本
計
画
等

を
策
定
し
ま
し
た

小
・
中
学
校
全
校
で

統
一
メ
ニ
ュ
ー
の

給
食
を
食
べ
ま
し
た

郭
写
真
は
北
多
摩
陸
軍
通
信

所
（
昭
和　

年
鍋
島
哲
氏
撮

２２

影
）。
道
路
は
現
在
の
小
金

井
街
道
で
す
。

　当市の文化財保護審
議会前会長である岡田
芳朗氏が、昨年１０月２１
日にご逝去されました

（市内弥生町在住）。享年８４歳でした。
謹んでお悔やみを申し上げます。
　岡田先生は日本古代史が専門で、女
子美術大学名誉教授。また、日本の暦
研究の第一人者でもあり、「暦の会」会
長としてもご活躍されました。本市に
おいては、昭和５４年に刊行された『東
久留米市史』の編纂専門委員の責任者
（監修者）をはじめ、長きにわたり文
化財の調査や保護にご尽力され、平成
９年から２５年まで審議会会長を歴任さ
れました。

岡田委員を偲ぶ…


